
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
於
け
る

「
所
証
相
似
」
（
ω
劉
ξ
p
ω
9
ヨ
㊤
）
の
問
題

御
牧
克
　
己

序

　
　
　
イ
ン
ド
論
理
学
に
於
け
る
誤
謬
の
一
つ
で
あ
る
「
所
証
相
似
」
（
。
・
践
ξ
霧
’
。
ヨ
。
）
は
従
来
種
々
の
点
で
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
同
語
の

　
　
訳
語
と
し
て
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
（
『
ヨ
げ
¢
。
器
ぎ
8
窪
。
。
H
o
ゲ
9
罵
耳
δ
響
胴
9
豆
一
”
℃
σ
酔
凶
凱
8
侮
¢
注
ぎ
。
嘗
①
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
以
て
当
て
る
こ
と
が
し
ば
し
ぼ
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
例
を
簡
単
に
列
挙
し
て
も
、
ω
．
○
≦
畠
隔
年
9
巷
2
↓
ゲ
・
ω
8
冨
H
げ
叫
け
。
・
ξ
層
ζ

　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
（
5
）

　
　
切
冨
欝
。
冨
蔓
p
煮
乾
・
昏
』
。
口
σ
Q
”
ト
ζ
国
母
の
諸
氏
の
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
論
証
相
似
」
と
い
う
語
が
誤
謬
の
一
つ
と

　
　
し
て
登
場
す
る
の
は
、
イ
ン
ド
論
理
学
正
統
派
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
基
本
典
籍
で
あ
る
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
（
窯
風
巻
。
・
自
㌶
欝
二
世
紀
頃

　
　
成
立
）
に
於
て
で
あ
る
が
、
仏
教
内
に
於
て
も
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
属
す
る
諭
α
q
鋤
ユ
ロ
暴
の
『
中
篇
』
（
言
訳
冨
ヨ
註
冨
£
。
営
薄
舞
壁
寄
）
、
『
廻

　
　
諄
論
』
（
≦
σ
q
鑓
浮
く
圏
く
葺
碧
圃
）
、
『
ヴ
ァ
イ
ダ
リ
ア
論
』
（
＜
匿
量
饗
冨
食
。
冨
冨
起
）
と
い
っ
た
諸
著
作
や
、
七
世
紀
の
O
§
尊
皇
圃
註
の
『
中

　
　
論
』
注
（
写
。
・
。
・
§
器
冒
餅
）
な
ど
主
に
中
観
派
の
諸
論
書
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
問
題
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
　
「
所
証
相
似
」
と
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
は
同
一
の
も
の
か
ど
う
か
、
第
二
は
、
ニ
ヤ
ー
や
学
派
に
於

　
　
け
る
同
語
の
用
例
が
中
観
学
派
に
於
け
る
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
従
来
こ
の
点
に
つ
い
て
の
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
研

附
　
究
と
し
て
次
の
二
つ
の
論
文
を
掲
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

一　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
お
け
る
「
所
証
相
似
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
七
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五
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i
丙
．
じ
d
冨
け
窪
。
訂
村
覧
嫡
〉
賭
。
骨
①
呂
夢
σ
H
g
o
む
舞
々
二
〇
郎
o
h
島
0
8
吋
ヨ
鴇
ミ
煙
寒
ミ
§
象
ぎ
】
≦
註
ゲ
巻
ヨ
凶
訂
↓
①
×
富
り
㍉
o
ミ
，
蓉
N
ミ

　
　
穿
ミ
ミ
N
竈
翫
巳
愚
｝
セ
b
。
（
δ
“
心
y
℃
マ
ト
⊃
ト
っ
甲
ω
ρ

i
切
’
囚
．
ζ
仁
。
践
鼻
〉
累
0
8
0
ロ
け
冨
2
鳳
饗
閃
鋤
一
一
⇔
亀
鶏
§
憲
器
ミ
舞
舞
侮
辱
ミ
ミ
。
㌣
§
ら
袋
織
”
き
ミ
§
ミ
鼠
奪
ミ
黛
蕊
竈
職
象
魯
｝
㎏
b
3

　
　
（
お
課
）
”
℃
㌘
b
◎
μ
マ
譲
．

　
こ
の
両
論
文
は
い
ず
れ
も
走
れ
た
論
文
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
全
て
の
問
題
が
論
じ
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
上
に
、

中
観
派
の
「
所
証
相
似
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
意
見
は
真
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
。
本
稿
は
従
来
の
説
、
従
来
の
資
料
の
再
検
討

の
上
に
新
た
な
資
料
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
所
証
相
似
し
に
関
す
る
議
論
に
一
応
の
決
着
を
つ
け
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

議
論
の
詳
細
に
立
入
る
前
に
筆
者
の
到
達
し
た
結
論
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
す
る
な
ら
ば
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
一
、
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
「
所
証
相
似
」
は
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
ζ
註
芭
氏
説
は
正
し
い
。

　
二
、
ゆ
匿
欝
。
訂
蔓
9
氏
は
中
観
学
派
の
「
心
証
相
似
」
の
用
例
は
全
て
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
そ
れ
と
異
っ
た
中
観
派
独
特
の
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
窯
宝
島
氏
は
中
観
学
派
の
用
例
も
全
て
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
と
し
て
解
す
る
こ
と
が
出
来
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
、
両
氏
の
意
見
は
夫
々
部
分
的
に
の
み
正
し
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
中
観
学
派
の
「
所
証
相
似
」
に
は
中
観

学
派
独
特
の
用
例
と
ニ
ヤ
ー
や
学
派
と
同
様
の
用
例
と
の
二
種
類
が
確
認
さ
れ
る
。

　
三
、
ゆ
ぎ
け
9
。
倉
庫
鋤
骨
、
竃
四
這
巴
氏
譜
に
中
観
学
派
の
「
所
証
相
似
」
が
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
（
娼
9
三
〇
窟
冒
鼠
b
ε
と
訳
さ
れ
う
る

可
能
性
は
全
く
な
い
、
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
両
氏
共
に
誤
り
で
あ
る
。
中
観
学
派
の
「
所
々
相
似
」
が
「
論
点

先
取
の
誤
謬
」
と
同
じ
用
法
で
用
い
ら
れ
て
“
る
例
を
我
々
は
Z
餅
α
q
鋤
ユ
暮
g
。
の
『
ヴ
ァ
イ
ダ
リ
や
論
』
中
に
指
摘
出
来
る
か
ら
で
あ

る
。　

以
上
の
三
点
の
内
、
二
と
三
と
が
従
来
の
研
究
史
に
付
け
加
え
る
べ
き
筆
者
の
新
し
い
論
点
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
中
観
学
派
の
「
所



証
相
似
」
の
用
例
に
は
三
種
類
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ニ
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
（
℃
Φ
首
↓
δ
凛
導
。
も
＝
）

　
　
　
イ
ン
ド
論
理
学
の
「
所
証
相
似
」
（
ω
毘
ξ
帥
ω
9
。
匿
）
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
（
退
け
三
。
窟
一
二
。
菅
一
）
と
同

　
　
一
で
あ
る
か
否
か
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
先
ず
、
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
正
確
に
知
っ
て
お
く
必
要
が

　
　
あ
ろ
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
に
つ
い
て
『
分
析
論
前
書
』
（
》
昌
巴
琶
＄
甲
δ
鎚
）
第
二
巻
第
一
六
章
（
上
げ
b
。
Q
。

　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
以
下
）
や
『
ト
ピ
カ
』
（
↓
o
讐
。
ρ
。
）
第
八
巻
第
コ
ニ
章
（
H
①
卜
3
び
ω
H
以
下
）
等
に
論
じ
て
い
る
が
、
『
分
析
論
前
書
恥
に
提
示
さ
れ
る
「
論

　
　
点
先
取
の
誤
謬
」
（
最
初
の
論
点
を
要
求
す
る
こ
と
）
の
定
義
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
ひ
と
あ
っ
て
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
は
認
識
さ
れ
ぬ
〔
自
明
で
な
い
〕
こ
と
を
、
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
証
明
し
よ
う
と
目
論
む
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
そ
の
と
き
に
か
れ
は
「
最
初
の
論
点
」
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
L

　
　
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
は
こ
の
様
に
定
義
を
述
べ
る
の
み
で
何
ら
実
例
を
示
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
種
の
論
理
学
上
の
議
論
を
扱
う
際

　
　
に
は
、
具
体
的
な
例
に
依
拠
す
る
こ
と
が
よ
り
正
確
な
理
解
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
中
世
の
注
釈
家
の
中
に
例
を
求
め
れ

　
　
ば
、
例
え
ば
＝
二
世
紀
の
ヒ
ス
パ
ー
ヌ
ス
は
『
論
理
学
綱
要
』
（
ω
ロ
ヨ
ヨ
ロ
冨
㊦
U
o
α
q
同
。
巴
①
ω
）
の
中
に
掲
げ
る
多
く
の
実
例
の
内
、
「
論
点
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
取
の
誤
謬
」
の
最
も
基
本
的
な
例
と
し
て
次
の
様
な
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
ひ
と
は
走
る
。

　
　
　
　
ゆ
え
に
ひ
と
は
走
る
。

　
　
　
つ
ま
り
、
結
論
が
前
提
の
中
に
先
取
さ
れ
て
い
る
と
い
う
誤
謬
が
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
例
の
様
に
、
そ
の
最
も

　
　
基
本
的
な
も
の
は
前
提
と
結
論
が
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
文
章
の
も
っ
と
長
い
も
の
、
所
謂
循
環
論
法
も
こ
の
誤
謬
の
一
つ

　
　
　
（
1
0
）

69

@
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
の
は
、
結
論
よ
り
よ
り
不
確
か
な
前
提
に
よ
っ
て
推
論
す
る
場
合
や
、
結
論
と
同
程
度

15　
　
　
　
　
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
お
け
る
「
所
証
相
似
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
九
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@
に
不
確
か
な
前
提
に
よ
っ
て
推
論
す
る
場
合
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
で
は
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
点
で

　
　
（
1
1
）

　
　
あ
る
。
こ
の
点
は
後
に
イ
ン
ド
論
理
学
の
「
所
証
相
似
」
と
比
較
す
る
際
に
重
要
と
な
る
の
で
特
に
明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
イ
ン
ド
論
理
学
の
述
語
を
用
い
て
云
え
ば
、
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
と
は
、
主
張
（
鷺
〇
二
旨
鋤
）
と
立
証
因
（
冨
9
）
が
全
く
同
一
で
あ
る

　
　
推
論
式
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
煙
か
ら
山
に
火
を
推
理
す
る
著
名
な
イ
ン
ド
の
推
論
式
の
形
を
例
に
と
れ
ば
、
次
の
様
な
も
の

　
　
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
〔
主
張
〕
あ
の
山
に
火
あ
り
。

　
　
　
　
〔
立
証
因
〕
火
あ
る
が
故
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
「
所
証
相
似
」
（
ω
＆
ξ
器
⇔
ヨ
9
）

　
　
　
古
典
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
根
本
典
籍
で
あ
る
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
は
二
種
類
の
「
所
業
相
似
」
を
伝
え
て
い
る
。
第
一
は
、
似
因

　
　
（
『
①
貯
く
似
び
】
P
顛
ω
①
）
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
海
難
（
智
巳
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
で
あ
る
。

　
　
　
死
因
と
は
正
し
い
立
証
因
に
似
て
非
な
る
誤
っ
た
立
証
因
で
あ
り
、
そ
の
似
因
と
し
て
の
「
織
工
相
似
」
は
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』

　
　
一
i
ニ
ー
八
に
説
か
れ
、
次
の
様
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
物
証
相
似
〔
な
る
似
因
〕
と
は
、
所
証
（
の
践
ξ
p
。
）
と
区
別
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
〔
そ
れ
自
体
が
〕
証
明
さ
れ
る
べ
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
（
緻
警
饗
）
で
あ
る
か
ら
。
」
そ
し
て
、
注
釈
播
く
叢
書
。
・
圏
饗
鵠
・
短
甚
一
舘
品
ヨ
ヨ
（
四
一
五
世
紀
）
が
掲
げ
る
著
名
な
例
は
次
の
如
き
も
の

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
〔
主
張
〕
影
は
実
体
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
　
　
〔
立
証
因
〕
運
動
を
も
つ
か
ら
。

　
　
　
こ
の
推
論
式
に
於
て
「
〔
影
が
〕
運
動
を
も
つ
」
と
い
う
立
証
因
は
、
所
証
で
あ
る
「
影
が
実
体
で
あ
る
」
と
同
程
度
或
は
そ
れ
以
上



　
　
に
確
定
的
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
影
が
人
聞
の
様
に
実
際
に
動
く
の
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
光
の
遮
蔽
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
遮

　
　
蔽
者
で
あ
る
実
体
が
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
起
る
光
の
非
存
在
の
連
続
と
い
う
現
象
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
さ
ら
に
論
証
を
要
す
る
も
の
で

　
　
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
主
張
命
題
を
論
証
す
べ
き
立
証
因
が
主
張
命
題
（
所
証
）
と
同
様
に
さ
ら
に
証
明
を
要
す
る
点
で
所
証
（
ω
＆
ξ
・
）

　
　
と
等
し
い
（
。
・
帥
B
卯
）
と
い
う
の
が
似
因
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
（
ω
＆
ご
器
¢
。
匿
）
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
　
く
剛
酔
。
。
鼠
自
誓
の
注
釈
に
よ
れ
ぽ
、
所
記
（
ω
＆
ξ
p
）
と
は
こ
の
場
合
、
証
明
さ
れ
る
べ
き
結
論
（
窟
。
。
岳
鼠
「
主
張
」
）
の
意
味
で
あ
る

　
　
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
後
代
U
蒔
鼠
恕
（
四
八
○
一
五
四
〇
年
頃
）
や
d
翻
身
。
上
訴
峯
（
五
五
〇
一
六
一
〇
年
頃
）
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
論

　
　
理
学
が
整
備
さ
れ
る
に
至
っ
た
後
は
、
所
論
は
、
主
題
（
三
論
撃
名
辞
論
理
学
の
小
名
辞
に
相
当
）
、
能
証
（
ω
＆
冨
9
・
立
証
壁
芯
貫
”

　
　
媒
名
辞
に
相
当
）
と
い
っ
た
推
論
式
の
他
の
構
成
要
素
と
並
ん
で
証
明
さ
る
べ
き
属
性
（
ω
践
ξ
註
冨
§
ρ
大
名
辞
に
相
当
）
と
し
て
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
工
）

　
　
に
定
着
す
る
が
、
よ
り
古
い
時
代
に
は
こ
の
様
に
推
論
式
の
「
主
張
」
を
意
味
す
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
後
に
誤
難
と
し
て
の
「
所
証

　
　
相
似
」
に
関
説
す
る
際
に
明
ら
か
に
す
る
様
に
、
所
証
は
主
題
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
様
に
、
用
語
の
使
用
に
本

　
　
来
厳
密
で
あ
る
べ
き
論
理
学
に
於
て
、
同
一
の
用
語
が
二
種
類
、
三
種
類
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
古
典
イ
ン
ド
論
理
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
の
難
点
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
さ
て
、
＜
倒
け
ω
温
盲
目
の
掲
げ
る
推
論
式
の
例
よ
り
判
断
し
て
、
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
似
因
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ

　
　
ス
の
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
と
同
一
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
上
に
も
述
べ
た
通
り
、
結
論
と
同
等
又
は
そ
れ
以
上
に
不
確
か
な

　
　
前
提
に
よ
っ
て
推
論
す
る
ケ
ー
ス
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
で
は
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
次
に
、
轟
々
（
』
倒
巳
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
誤
写
と
は
立
論
老
（
〈
践
げ
）
が
提
出
す
る
正
し
い
推
論
式
に

　
　
対
し
て
対
論
者
（
窟
餌
菖
く
毘
獣
）
が
加
え
る
揚
げ
足
取
り
の
誤
っ
た
非
難
で
あ
る
。
虚
心
に
考
え
る
な
ら
ぽ
、
罪
因
と
し
て
の
「
県
勢
相
似
」

　
　
が
立
論
者
の
立
証
因
の
誤
り
で
あ
れ
ぽ
、
誤
難
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
は
対
論
者
の
立
証
因
が
似
因
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
の
誤
謬

71

@
を
犯
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
考
・
粘
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
要
因
と
し
て
の
「
断
章
相
似
」
と
誤
難
と
し
て
の
「
所
証
相

15　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
お
け
る
「
所
証
相
似
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
一
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学
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五
百
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十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
二

7215

@
似
」
と
の
柑
違
は
、
立
論
者
の
犯
す
誤
り
か
対
論
者
の
犯
す
誤
り
か
と
い
う
相
違
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
様
に
考
え
る
こ
と
が

　
　
出
来
た
と
す
れ
ば
、
問
題
は
非
常
に
簡
単
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
や
注
釈
の
伝
え
る
と
こ
ろ
は
そ
う
で

　
　
は
な
く
、
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
成
立
史
の
複
雑
さ
を
推
測
さ
せ
る
。

　
　
　
さ
て
、
誤
難
と
し
て
の
「
所
思
相
似
」
は
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
五
－
一
一
四
に
増
益
相
似
（
暮
ぎ
靭
m
器
ヨ
鋤
）
、
損
減
相
似
（
昌
泰
母
・

　
　
o
。
。
器
ヨ
笛
）
、
分
励
椙
似
（
鼠
訂
ぎ
器
⇔
ヨ
9
）
と
い
っ
た
そ
の
他
の
無
難
と
共
に
次
の
様
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
所
証
（
・
主
題
）
と
喩
例
と
の
両
者
の
性
質
を
分
流
す
る
こ
と
に
基
い
て
、
増
益
相
似
、
損
減
相
似
、
要
証
相
似
、
不
要
証
相
似
、

　
　
　
　
分
別
相
似
が
あ
り
、
両
者
（
主
題
と
喩
例
）
が
共
に
証
明
さ
る
べ
き
も
の
（
所
証
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基
い
て
認
証
相
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
　
　
（
ω
践
ξ
簿
。
・
p
ヨ
餌
）
が
あ
る
。
」

　
　
そ
し
て
く
鋤
け
超
曙
9
。
量
の
示
す
例
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
先
ず
正
し
い
推
論
式
が
提
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
〔
主
張
〕
ア
ー
ト
マ
ン
は
運
動
を
も
つ
。

　
　
　
　
〔
立
証
因
〕
実
体
（
脅
碧
罵
）
と
し
て
運
動
の
原
因
た
る
属
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
　
　
〔
喩
例
〕
土
塊
（
δ
薯
餌
）
の
如
し
◎

　
　
こ
の
正
し
い
推
論
式
に
於
て
、
証
明
さ
る
べ
き
属
性
（
。
。
践
ξ
践
冨
毒
餌
）
は
「
運
動
を
も
つ
こ
と
」
で
あ
り
、
ア
ー
ト
マ
ソ
は
推
論
式
の

　
　
主
題
で
あ
る
が
、
そ
の
属
性
を
持
つ
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
点
で
所
属
（
。
・
践
ξ
薗
匪
唱
跳
憾
巨
穿
舘
慧
ロ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　
　
各
号
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
と
は
、
こ
の
正
し
い
推
論
式
の
喩
例
（
土
塊
）
に
対
し
て
、
そ
れ
が
主
題
（
所
証
）
と
同
様
に
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
証
明
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
所
証
（
主
題
）
に
等
し
い
（
ω
践
ξ
器
勉
ヨ
p
）
、
と
言
い
掛
か
り
を
つ
け
て
非
難
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
本
来
周
知
の
事
実
で
あ
っ
て
証
明
を
必
要
と
し
な
い
喩
例
に
対
し
て
そ
れ
が
証
明
を
要
す
る
と
批
判
す
る
場
げ
足
取
り
の
非
難
で
あ
る
の

　
　
で
誤
難
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
が
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
に
網
当
し
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
「
所
証
相
似
」
は
似
因
の
ぞ



れ
も
誤
難
の
そ
れ
も
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
と
は
異
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
節
以
下
に
は
仏
教
の
中
観
派
の
「
所
証
椙
似
」

に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
以
下
の
本
稿
中
に
「
所
証
相
似
」
の
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
用
例
と
云
え
ば
似
因
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
を
指
す

こ
と
を
予
め
注
記
し
て
お
き
た
い
。

四
　
中
観
派
の
「
所
証
相
似
」

　
　
中
観
派
の
用
い
る
「
所
証
相
似
」
の
用
例
が
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
；
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
碩
学
卑
Z
■
渕
碧
ら
①
氏
に
よ
っ
て
最
初
に
呈
さ
れ
、
じ
d
冨
欝
。
訂
還
p
氏
は
こ
の
問
題
を
よ
り
徹
底
的
に
取
扱
っ
た
結
果
、
中
観
派
の
「
所

　
証
相
似
」
の
用
例
は
全
て
中
観
派
独
特
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ニ
ヤ
ー
や
学
派
に
於
け
る
「
所
証
相
似
」
の
用
例
と
は
全
く
異
っ
た
も
の
で

　
　
あ
る
こ
と
を
結
論
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
論
証
す
る
た
め
に
、
2
餅
σ
q
餅
ユ
暮
帥
の
『
中
論
』
よ
り
二
例
、
『
廻
譲
受
』
よ
り
二
例
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
O
磐
砕
鋳
圏
「
謡
の
『
中
論
』
注
（
℃
鑓
。
。
。
。
暮
8
区
画
）
よ
り
八
例
を
掲
げ
て
い
る
。
一
方
、
ζ
餌
旺
既
氏
は
中
観
派
の
用
例
も
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
用
例
と
同
一
と
考
え
て
差
支
え
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
、
じ
d
訂
畔
舘
『
費
唱
言
の
意
見
と
対
立
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
に
関
し
て
両

　
　
氏
の
説
に
は
一
長
一
短
が
あ
り
、
結
局
、
中
観
派
の
「
所
思
相
似
」
の
用
例
に
は
中
観
派
独
特
の
用
例
と
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
用
例
と
の
二

　
　
種
類
が
あ
る
こ
と
を
我
々
は
確
認
出
来
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
以
下
に
は
従
来
知
ら
れ
て
い
る
諸
資

　
　
料
を
再
吟
味
し
、
さ
ら
に
新
し
い
資
料
と
し
て
イ
ン
ド
論
書
よ
り
Z
㎝
α
q
鋤
属
甘
9
の
『
ヴ
ァ
イ
ダ
リ
や
論
』
（
＜
臥
山
群
喪
亡
⇔
訂
冨
鴬
）
、
チ
ベ

　
　
ッ
ト
蔵
外
文
献
よ
り
ω
。
。
。
・
ξ
帥
評
“
魯
ρ
げ
b
d
謹
撰
げ
隔
。
σ
q
。
・
p
。
ご
↓
。
。
。
》
労
冨
。
。
・
”
ω
①
謎
『
撤
げ
肯
ω
暮
忘
O
ぎ
。
・
ξ
等
α
q
巻
一
隷
玲
睾
等
の

　
　
諸
論
師
の
著
作
を
加
え
て
同
問
題
を
総
合
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
（
本
稿
第
五
、
六
節
）
。

　
　
　
他
方
、
初
期
中
観
派
の
諸
論
書
中
に
用
い
ら
れ
る
「
所
証
相
似
」
は
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
で
は
な
い
と
い
う
点
で
は
b
d
冨
貯
§
匿
蔓
ρ

　
　
竃
豊
箪
両
氏
の
説
は
一
致
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
説
は
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
我
々
は
宕
鋤
α
Q
餅
暑
蕎
『
ヴ
ァ
イ
ダ
リ
や
論
』

73

@
（
く
℃
巴
く
ω
お
）
の
中
に
「
所
要
相
似
」
が
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
（
本
稿

15　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
お
け
る
「
所
証
相
似
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
三
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第
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五
　
中
観
派
独
特
の
「
所
証
相
似
」
の
用
例

五
七
四

　
前
節
に
撃
て
関
算
し
た
切
隆
起
警
母
饗
氏
が
中
観
派
独
特
の
「
所
証
相
似
」
の
用
例
を
論
証
す
る
た
め
に
依
拠
し
た
資
料
を
そ
の
出

典
と
共
に
表
に
す
る
な
ら
ぽ
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
】
≦
客
屑
く
I
c
。
サ
H
＜
占

　
　
＜
＜
卜
⊃
c
σ

　
　
＜
＜
＜
餌
匹
く
く
ト
⊃
G
o
　
①
り

　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
牢
勺
ω
も
。
．
①
（
註
竃
ζ
H
山
y
α
G
。
「
。
。
（
巴
竃
鼠
〒
H
）
”
諾
メ
δ
（
H
卜
⊃
メ
お
噸
這
。
。
■
卜
⊃
）
（
。
。
恥
ζ
ζ
H
＜
一
。
Q
讐
リ
ン
H
㎝
ω
．
α
（
自
。
幽
ζ
ζ
≦
H
∴
H
）
層

　
　
　
B
P
卜
。
（
巴
ζ
羅
×
H
山
y
b
⊃
卜
。
卜
。
b
。
（
⇔
傷
ζ
武
×
H
－
ω
y
。
。
c
。
卜
。
μ
①
（
註
窯
ζ
×
困
×
山
y
自
ω
b
（
鼠
ζ
ζ
×
×
H
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
こ
れ
ら
の
諸
資
料
の
内
『
中
論
』
の
二
例
（
家
窯
H
＜
よ
”
H
＜
1
⑩
）
を
別
に
す
れ
ぽ
、
ゆ
冨
け
富
。
訂
蔓
①
氏
説
は
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
中
観
派
独
特
の
「
所
証
相
似
」
の
類
型
は
常
に
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。
対
論
者
が
中
観
派
の
主
張
を
否
定
す
る
た
め
に
提
出

す
る
反
証
例
が
実
は
中
観
派
の
主
題
に
等
し
い
（
所
轄
相
似
）
と
中
観
派
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
所
証
と
は
推

論
式
の
主
題
の
意
昧
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
反
証
例
が
問
題
と
な
っ
て
い
て
、
立
証
因
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、
ニ
ヤ

ー
や
学
派
の
用
例
と
は
異
っ
た
中
観
派
独
特
の
用
例
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
上
記
の
資
料
中
よ
り
一
例
を
示
す
な
ら
ば
、
『
談
論
』
第
二
一
章
「
生
成
と
消
滅
の
考
察
」
（
留
ぢ
げ
憂
く
碧
ぴ
冨
話
冨
三
＾
罫
観
成
壊
品
）

第
四
偶
に
対
す
る
注
釈
（
勺
「
勺
　
心
H
Q
O
■
卜
σ
）
中
に
O
§
晋
芽
同
昆
は
「
所
証
相
似
」
の
用
語
を
次
の
文
脈
で
用
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
先
づ
中
観
派
が
世
俗
的
に
滅
に
原
因
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
次
の
様
な
推
論
式
を
構
成
す
る
。

　
　
〔
主
張
〕
滅
は
原
因
を
も
つ
。



　
　
　
　
〔
立
証
因
〕
有
為
の
特
微
で
あ
る
か
ら
。

　
　
　
　
〔
喩
例
〕
例
え
ば
生
の
如
し
。

　
　
　
そ
れ
に
対
し
て
経
量
部
（
ω
隷
窪
細
石
餌
）
が
反
論
し
、
例
え
ば
阿
羅
漢
の
最
後
刹
那
の
心
・
旨
煮
の
様
に
、
そ
の
直
後
に
阿
羅
漢
が
浬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
葉
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
無
心
・
無
心
所
状
態
と
な
る
た
め
等
無
間
縁
（
。
。
⇔
ヨ
碧
き
知
恵
暑
葺
け
愚
饗
）
と
な
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
を
考
え
、

　
　
阿
羅
漢
の
浬
集
と
い
う
滅
は
等
無
間
縁
を
持
た
な
い
、
つ
ま
り
原
因
を
持
た
な
い
、
と
し
て
滅
に
原
因
が
な
い
場
合
を
考
え
、
中
観
派
の

　
　
主
張
は
不
確
定
（
き
旺
訂
註
冨
）
の
誤
謬
と
な
る
と
い
う
。

　
　
　
こ
れ
に
対
す
る
中
観
派
の
批
判
は
、
無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
処
・
触
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
死
と
い
う
十
二
因
縁
の
理
論

　
　
を
盾
に
取
り
、
老
死
は
生
を
縁
と
し
て
生
ず
る
、
つ
ま
り
、
阿
羅
漢
の
最
後
心
の
場
合
の
滅
（
浬
梁
・
死
）
も
生
を
縁
と
し
て
い
る
か
ら

　
　
結
局
全
て
の
滅
は
原
因
を
も
つ
、
従
っ
て
上
の
経
蚤
部
の
提
出
し
た
喩
例
は
「
所
証
相
似
」
（
。
・
緯
ξ
器
p
ヨ
叫
）
で
あ
る
、
と
批
判
す
る
の

　
　
　
（
2
6
）

　
　
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
滅
は
原
因
を
も
つ
」
と
い
う
中
観
派
の
主
張
の
否
定
を
経
量
部
の
主
張
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
支
え
る
た
め
の
五
二

　
　
で
あ
る
阿
羅
漢
の
最
後
の
心
と
心
身
の
滅
も
現
在
主
題
と
な
っ
て
い
る
滅
と
同
じ
く
さ
ら
に
証
明
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
問

　
　
題
の
主
題
に
等
し
い
、
と
い
う
意
味
で
「
所
証
相
似
」
と
云
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
は
上
に
見
た
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
用
例
と
は
一
致
し
な
い
の
で
、
中
観
派
独
特
の
用
例
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、

　
　
こ
の
場
合
、
所
証
（
ω
践
ξ
⇔
）
と
は
推
論
式
の
主
題
（
窟
厨
鋤
）
を
意
味
し
て
い
る
。
同
じ
く
中
観
派
独
特
の
「
所
証
相
似
」
を
示
す
新
し

　
　
い
資
料
と
し
て
乞
倒
σ
q
酬
ユ
§
麟
の
『
ヴ
ァ
イ
ダ
リ
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
（
＜
鋒
魯
一
巻
。
。
鋒
話
）
第
三
七
定
句
（
。
・
騨
轟
）
を
提
示
し
て
お
こ
う
。
　
『
ヴ

　
　
ァ
イ
ダ
リ
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
と
そ
の
自
注
『
ヴ
ァ
イ
ダ
リ
や
論
』
（
＜
鉱
侮
巴
巻
℃
鑓
ざ
冨
眉
p
）
は
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』

　
　
（
乞
愚
巻
m
麟
器
）
の
論
理
学
の
一
六
項
目
（
一
六
句
義
）
を
署
鋤
σ
q
鋤
こ
信
轟
が
中
観
の
立
場
か
ら
遂
一
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
さ
て
同
書
第
三
二
一
四
八
立
句
は
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
に
説
か
れ
る
第
七
項
目
で
あ
る
、
推
論
式
を
構
成
す
る
諸
要
素
（
m
話
巻
く
p

75
@
饗
昌
一
帥
σ
q
）
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
Σ
倒
σ
q
倒
こ
暮
鋤
の
議
論
の
大
意
は
、
推
論
式
の
諸
要
素
を
統
べ
る
全
体
性
（
磐
曙
碧
旦
《
壁
『
σ
q
。
き
）
は

15　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
お
け
る
「
所
証
相
似
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
五
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@
成
り
立
た
な
い
か
ら
部
分
で
あ
る
諸
要
素
も
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
対
論
者
ニ
ヤ
ー
や
学
派

　
　
は
バ
ル
ヴ
ァ
ジ
ャ
草
（
げ
巴
く
ε
⇔
）
の
喩
例
を
持
ち
出
し
反
論
す
る
。
一
本
の
バ
ル
ヴ
ァ
ジ
ャ
草
で
は
象
を
縛
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
多
く

　
　
の
バ
ル
ヴ
ァ
ジ
ャ
草
が
集
合
す
れ
ば
出
来
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
主
張
・
立
証
因
・
書
例
・
適
合
・
結
論
と
い
っ
た
諸
要
素
中
に
は
全
体

　
　
性
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
れ
ら
諸
要
素
が
集
合
し
た
時
に
は
そ
こ
に
全
体
性
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
、
と
。
　
「
所
証
相
似
」
の
語
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
Z
倒
σ
q
似
こ
§
餌
の
答
夏
中
に
見
ら
れ
、
こ
の
対
論
者
の
バ
ル
ヴ
ァ
ジ
ャ
草
の
喩
え
は
「
所
証
相
似
し
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
所
証
で

　
　
あ
る
推
論
式
の
諸
要
素
と
同
様
証
明
を
要
す
る
点
で
等
し
い
か
ら
論
拠
と
な
ら
な
い
、
と
云
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
2
似
σ
q
鋤
暑
器

　
　
の
用
例
も
先
に
見
た
も
の
と
同
様
中
観
派
独
特
の
用
例
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
以
上
吟
味
し
て
き
た
例
に
於
て
は
、
対
論
者
が
中
観
派
の
主
張
を
否
定
す
る
た
め
、
或
は
自
ら
の
主
張
を
立
証
す
る
た
め
に
提
出
す
る

　
　
喩
例
が
実
は
さ
ら
に
証
明
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
的
証
に
等
し
い
と
し
て
中
観
派
に
批
判
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
際
所
証
と
は
、
推

　
　
論
式
で
云
え
ば
主
題
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
中
観
派
独
特
の
「
所
証
相
似
し
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
で
は
こ
の
中
観
派
独
特
の
「
所
証
相
似
」
の
用
例
は
一
体
ど
う
い
う
背
景
か
ら
出
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド
正
統
派
論
理

　
　
学
に
関
す
る
無
知
か
ら
生
じ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
何
か
積
極
的
な
背
景
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
こ
こ
で
我
々
は
一
？
の
興
味
深
い
下
翼
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
上
の
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
誤
難
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
と
こ
の
中
観
派

　
　
独
特
の
「
粛
粛
相
似
し
が
実
は
大
変
よ
く
類
似
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
相
違
は
一
方
が
誤
っ
た
非
難
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
正
し

　
　
い
批
判
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
の
み
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
、
正
統
派
に
は
伝
え
ら
れ
ず
、
し
か
も
正
統
派
の
用
語
を
逆

　
　
用
し
て
独
特
の
用
例
を
生
み
出
し
た
系
統
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
ス
ー
ト
ラ
』
の
系
統
の
論
理
学
派
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
於
て
は
誤
っ
た
非
難
（
誤
難
、
似
能
面
）
と
さ
れ
る
も
の
が
、
『
方
便
心
論
』
や
護
σ
q
鋤
二
§
簿
な
ど
の
誰
弁
学
派
に
於
て
は
正
し
い
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
（
真
能
破
）
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
梶
山
雄
一
氏
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
の
関
々
の
最
大
の
功
績
は
、
『
ニ
ヤ
！

　
　
ヤ
ス
…
ト
ラ
』
の
誤
難
に
絹
齢
す
る
『
方
便
心
論
』
の
相
応
（
同
氏
の
推
定
に
よ
れ
ぽ
原
語
は
窟
器
9
σ
q
⇔
）
を
、
対
論
者
の
誤
っ
た
推
論
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式
を
論
破
す
る
正
論
と
考
え
て
よ
い
こ
と
を
明
確
な
形
で
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
『
方
便
心
論
』
に
は
「
所
証
相
似
」
は
説
か
れ
て
は
い

な
い
が
、
こ
の
「
端
粛
相
似
」
に
つ
い
て
も
同
じ
事
情
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
れ
ぽ
、
中
観
派
独
特
の
「
所
証
相
似
」
は
正
統
派

論
理
学
者
（
ゲ
①
言
ざ
）
に
対
抗
す
る
誰
弁
論
者
（
冨
ぎ
ざ
）
の
系
統
よ
り
生
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
中
観
派
以
外
で
は
、
中
観
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
と
云
わ
れ
る
非
仏
教
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
学
派
の
O
き
富
慧
留
（
六
四
〇
1

六
九
〇
年
頃
）
が
中
観
派
独
特
の
「
所
証
相
似
」
と
同
じ
用
語
の
用
い
方
を
し
て
い
る
。
即
ち
、
彼
の
』
讐
ミ
駄
翼
ミ
（
別
名
ミ
匙
鼠
寒
・

憲
隷
識
隷
）
囲
く
心
O
に
は
次
の
様
な
偏
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
「
我
々
に
と
っ
て
は
、
種
子
と
芽
と
の
続
稿
は
常
に
所
証
相
似
で
あ
る
。
清
笛
相
似
な
る
立
証
因
は
所
証
を
証
明
す
る
こ
と
は
出
来

　
　
（
3
0
）

　
　
な
い
。
」

　
こ
の
偶
の
前
半
部
の
「
所
証
相
似
」
は
中
観
派
独
特
の
「
無
罪
相
似
」
の
用
例
と
問
じ
も
の
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
後
半
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

「
所
志
相
似
」
は
虚
心
に
読
め
ば
、
立
証
因
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
以
上
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
用
例
と
解
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

し
、
○
欝
欝
冨
富
の
孫
弟
子
で
あ
る
ω
彗
略
画
の
注
は
こ
の
立
証
因
を
喩
例
の
意
味
に
解
す
べ
き
旨
指
示
し
て
い
る
の
で
、
ω
導
訂
冨
注

に
従
う
限
り
は
偶
の
前
半
後
半
共
中
観
派
独
特
の
「
所
証
相
似
」
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

六
　
中
観
派
の
「
所
証
相
似
」
の
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
用
例

　
前
節
に
吟
味
し
た
中
観
派
独
特
の
「
三
聖
相
似
」
の
用
例
を
示
す
諸
資
科
に
比
し
て
、
『
中
論
』
第
四
章
「
纏
の
考
察
」
（
ω
訂
＆
冨
窟
・

算
貫
観
五
二
品
）
第
八
偶
第
九
偶
並
に
そ
の
旧
套
に
あ
ら
わ
れ
る
同
語
の
用
例
は
少
し
内
容
を
異
に
す
る
様
に
思
わ
れ
る
。

　
『
中
置
』
第
四
章
は
五
悪
（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）
が
自
性
的
に
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
章
で
あ
り
、
そ
の
第
八
偶
、
第

九
偶
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
中
観
派
が
空
性
を
手
段
と
し
て
有
自
性
論
（
o
Q
目
切
く
節
げ
ず
倒
く
餌
く
餅
傷
9
0
）
を
論
駁
し
て
、
「
色
（
霧
砲
）
は
無
自
性
で
あ
る
」
こ
と
を
論
証
す
る
時
、

　
　
　
　
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
お
け
る
「
所
証
相
似
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
七
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@
蹴
論
者
が
答
え
て
、
「
受
（
く
①
費
⇒
倒
）
等
は
実
在
す
る
か
ら
、
そ
れ
と
同
様
、
色
も
実
在
す
る
の
で
あ
る
」
と
答
論
ず
る
と
し
て
も
何
ら
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
論
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
「
所
証
梢
似
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
空
性
に
よ
っ
て
論
駁
が
為
さ
れ
る
時
、
あ
る
人
が
答
論
を
行
う
で
あ
ろ
う
が
、
彼
に
と
っ
て
は
何
も
厭
え
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
　
　
　
ず
、
〔
答
論
の
全
て
は
〕
所
証
と
等
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
」
（
ζ
鼠
H
く
あ
）

　
　
　
論
争
の
場
合
と
同
様
、
中
観
派
が
空
性
に
よ
っ
て
解
釈
を
行
う
場
合
に
、
例
え
ば
弟
子
が
反
論
を
加
え
て
も
そ
の
反
論
は
「
所
晶
相

　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
　
似
」
と
な
る
。

　
　
　
　
「
空
性
に
よ
っ
て
解
釈
が
為
さ
れ
る
時
、
あ
る
人
が
反
論
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
彼
に
と
っ
て
は
何
も
反
論
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
　
　
　
〔
反
論
の
全
て
は
〕
所
証
と
等
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
」
（
竃
竃
剛
く
る
）

　
　
　
こ
の
様
に
、
色
が
自
性
的
に
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
中
観
派
の
主
張
を
否
定
す
る
た
め
に
対
論
者
が
受
の
自
性
的
成
立
を
例

　
　
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
色
の
自
性
的
成
立
を
論
証
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
を
中
観
派
が
「
所
証
相
似
」
と
批
判
す
る
こ
の
例
は
一
見
す
る
と

　
　
前
節
で
吟
味
し
た
中
観
派
独
特
の
「
所
証
相
似
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
か
の
様
に
見
え
、
二
四
＃
き
訂
曙
9
氏
も
そ
の
方
向
で
解
釈
し
て
い

　
　
る
。
し
か
し
、
こ
の
対
論
者
の
議
論
は
、

　
　
　
　
〔
主
張
〕
〔
こ
の
世
界
に
於
て
〕
色
は
自
性
的
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
〔
立
証
因
〕
受
が
自
性
的
に
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
。

　
　
と
い
う
推
論
式
に
構
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ぽ
、
業
因
と
し
て
の
「
公
証
相
似
」
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
、
ニ
ヤ

　
　
ー
や
学
派
的
用
法
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
寓
⇔
患
臓
・
一
氏
も
ほ
ぼ
類
似
し
た
方
向
で
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
中
観
説
の
否

　
　
定
を
主
張
と
し
て
対
論
老
が
提
出
す
る
推
論
式
は
立
証
因
が
所
証
と
等
し
い
鞘
巻
（
智
｝
）
で
あ
る
、
だ
か
ら
、
中
観
の
「
親
鳥
梱
似
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
も
ニ
ヤ
ー
ヤ
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
こ
の
説
は
こ
れ
を
計
謀
と
考
え
る
点
に
問
題
を
残
し
て

　
　
い
る
。
聖
慮
と
は
相
手
の
正
し
い
推
論
式
の
喩
例
を
所
証
に
等
し
い
と
難
ず
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
非
難
の
立
証
因
が
似
因
で
あ
る
こ



　
　
と
で
は
な
い
点
は
本
稿
第
三
節
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
『
中
歯
』
W
－
8
の
「
書
証
相
似
」
が
中
観
独
自
の
も
の
で
あ
る
か
、
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
に
際
し
、
チ

　
　
ベ
ッ
ト
人
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
が
大
変
参
考
に
な
る
の
で
、
チ
ベ
ッ
ト
蔵
外
文
献
学
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
を
し
ば
ら

　
　
く
吟
味
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
中
観
の
文
脈
で
チ
ベ
ッ
ト
人
達
が
こ
の
問
題
を
ど
う
解
し
て
い
る
か
を
吟
味
す
る
に
先
立
っ
て
、
彼
ら
が
「
所
証
相
似
」
の
問
題
全
般

　
　
に
つ
い
て
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
誤
長
の
そ
れ
ま
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
ω
p
路
饗
℃
巷
音
ρ
。
（
H
H
G
Q
卜
⊃
l
H
N
O
目
）
の
↓
。
・
冨
山

　
　
ヨ
四
ユ
α
q
。
。
罵
、
一
α
Q
器
壇
自
注
の
一
文
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
「
所
詮
相
似
（
げ
。
。
σ
q
議
げ
ξ
。
。
畠
蝕
巨
ω
巨
冨
冨
）
と
は
、
『
声
は
無
常
で
あ
る
』
と
五
支
分
を
具
え
た
〔
推
論
式
〕
を
〔
立
論
老

　
　
が
〕
構
成
す
る
際
、
『
喩
例
で
あ
る
瓶
に
つ
い
て
も
五
支
分
を
具
え
た
〔
推
論
式
〕
を
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
』
と
〔
対
論
者
が
〕
云
う
が

　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
　
如
き
も
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
ω
p
。
・
ξ
p
。
国
呂
冨
が
量
器
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
を
熟
知
し
て
い
る
の
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
彼
が
こ
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
　
章
を
9
α
q
轟
σ
Q
p
の
現
在
伝
わ
ら
な
い
作
品
2
為
垂
髪
誌
協
（
『
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
考
察
』
）
よ
り
引
用
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

　
　
票
α
Q
鼠
σ
Q
鋤
が
同
書
を
著
し
た
こ
と
は
彼
の
勺
罠
ヨ
寸
書
。
。
帥
ヨ
ロ
8
選
帥
よ
り
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
伝
え
る
二
四
の
誤
算
の

　
　
内
∪
置
鼠
ぴ
Q
四
は
そ
の
一
四
を
淳
§
倒
鴬
。
・
§
琴
8
罵
中
に
吟
味
し
、
さ
ら
に
残
り
の
一
〇
を
客
鴇
饗
窟
財
同
汀
倒
に
於
て
紹
介
検
討
し
て
い

　
　
る
。
そ
し
て
冥
為
難
詰
増
町
尽
餅
の
こ
の
部
分
を
ω
鋤
。
。
ξ
。
寒
寒
ぎ
は
そ
の
ま
ま
日
魯
毘
眠
声
甚
q
。
悪
、
一
σ
q
歴
霞
自
注
の
中
に
引
用
し
て
い

　
　
る
の
で
あ
る
。
「
所
証
相
似
」
は
累
愚
饗
b
践
犀
協
の
一
〇
の
誤
難
の
一
つ
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

　
　
　
さ
て
、
「
所
証
梢
似
」
が
中
観
派
の
文
派
で
チ
ベ
ッ
ト
蔵
外
文
献
中
に
取
扱
わ
れ
る
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
必
ず
帰
謬
論
無
派
（
6
冨
一

　
　
、
α
q
同
霞
ぴ
’
。
り
自
習
診
α
q
瀬
野
）
が
伝
え
る
四
帰
謬
論
法
（
爵
銑
．
σ
q
二
び
只
霧
践
σ
q
国
）
の
一
つ
と
し
て
、
「
他
者
に
知
ら
れ
た
推
理
」
（
σ
q
蹄
三
m
α
q
話
σ
Q
ω

79
@
窓
、
＝
」
Φ
。
。
号
僧
α
Q
）
、
「
矛
盾
を
指
摘
す
る
帰
謬
」
（
、
α
Q
巴
σ
m
鐸
』
＆
9
．
＝
冨
一
、
σ
q
冤
賃
）
、
「
相
似
理
由
に
よ
る
対
等
化
」
（
お
饗
ヨ
房
訂
コ
ヨ
け
号
・

15　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
お
け
る
「
所
証
相
似
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
九
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五
八
○

岬
蓬
甚
．
。
。
．
琶
と
い
う
そ
の
他
の
三
つ
の
も
の
と
蓋
霧
し
て
挙

　
　
　
↓
。
。
o
ひ
開
冨
饗
（
H
ω
㎝
刈
1
μ
蒔
代
り
）
の
日
蝉
ヨ
臨
ヨ
。
ゲ
窪
ヨ
。
に
は
「
所
証
相
似
」
に
つ
い
て
次
の
様
な
一
文
が
見
え
る
。

　
　
　
　
「
能
証
が
所
証
と
等
し
い
こ
と
（
所
証
梢
似
）
と
は
、
対
論
者
が
自
ら
の
主
張
を
論
証
す
る
た
め
に
楡
例
と
か
立
証
因
と
か
何
を
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
　
　
　
成
し
よ
う
が
そ
れ
ら
全
て
は
先
の
も
の
（
所
証
）
と
等
し
く
不
成
立
と
な
る
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
　
　
こ
の
文
章
も
青
嵐
謬
の
解
説
中
に
あ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
対
論
者
の
立
場
の
否
定
」
（
σ
q
“
碧
ぼ
ぴ
q
。
。
飢
σ
Q
餌
α
q
嵩
）
の
項
目
中
に
出
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
　
↓
。
。
魯
尊
p
。
窓
自
身
の
説
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
説
の
主
張
者
が
誰
か
は
さ
ら
に
探
究
を
要
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
彼
は
、

　
　
「
査
証
相
似
」
を
ニ
ヤ
ー
や
学
派
で
云
う
似
因
と
し
て
の
「
所
証
栢
似
」
と
し
て
も
解
し
て
い
る
こ
と
が
癬
る
。
推
論
式
の
喩
例
と
立
証

　
　
因
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
立
証
因
が
問
題
と
な
る
場
合
は
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
似
空
也
用
例
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
、

　
　
心
音
が
問
題
と
な
る
場
合
は
中
観
派
独
特
の
用
例
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
も
そ
も
圃
種
の
解
説
は
、
O
睾
費
些
事
一
に
は
見
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
　
れ
な
い
と
し
て
も
、
ω
冨
く
p
。
言
く
①
ざ
の
『
般
若
至
論
』
（
p
。
山
寓
羅
H
＜
i
o
o
）
に
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
以
上
の
記
述
は
少
く
と
も
『
中
論
』
W
－
8
の
「
所
証
襲
業
」
を
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
な
用
例
と
解
し
て
よ
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

　
　
点
を
さ
ら
に
確
証
す
る
た
め
に
、
同
じ
ω
9
。
。
ご
帥
評
且
ぎ
の
別
の
作
品
虚
円
訂
。
。
窟
彗
§
ω
．
冒
σ
q
℃
p
。
、
ヨ
σ
Q
。
と
ω
①
短
こ
Φ
窪
。
。
舞
窟

　
　
O
『
o
。
。
犀
覧
茜
矯
巴
ヨ
お
冨
p
（
μ
蒔
①
O
－
H
α
劇
①
）
の
伽
切
口
亀
節
。
。
や
覧
飢
。
コ
の
記
述
を
参
照
し
て
み
よ
う
。
前
者
に
は
次
の
様
に
云
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
《
中
観
派
が
空
性
に
よ
っ
て
論
駁
す
る
な
ら
ぽ
、
対
論
者
の
答
論
は
全
て
所
証
極
言
と
い
う
不
成
立
（
冨
σ
Q
凄
げ
び
醤
留
σ
q
儀
葺
ヨ
け
昏
賃
雰

　
　
　
　
醜
草
諺
餌
σ
q
遷
げ
鴇
）
で
あ
る
と
師
（
＝
鋤
σ
q
旦
g
⇔
）
は
お
認
め
に
な
っ
て
い
る
。
》
中
観
派
が
実
在
論
八
達
に
対
し
て
自
在
神
や
無

　
　
　
　
感
覚
な
物
質
（
び
①
壽
宕
こ
程
p
。
）
や
知
識
等
を
、
不
生
等
の
論
理
に
よ
っ
て
否
定
す
る
場
合
、
自
在
神
論
者
は
〔
自
在
神
が
〕
形
等

　
　
　
　
を
構
成
し
て
い
る
か
ら
〔
と
い
う
理
由
で
〕
行
為
の
主
体
と
し
て
の
自
在
神
を
証
明
し
、
声
聞
は
極
微
〔
と
い
う
能
証
を
構
成
し
〕

　
　
　
　
唯
識
論
者
は
知
識
〔
の
存
在
を
論
証
す
る
〕
能
証
を
構
成
す
る
が
、
〔
そ
れ
ら
〕
全
て
〔
の
論
証
〕
は
所
証
（
自
在
神
、
無
感
覚
な

　
　
　
　
物
質
、
知
識
）
が
成
り
立
っ
て
い
な
い
の
と
同
様
に
、
能
証
も
ま
た
成
り
立
っ
て
い
な
い
。
そ
〔
の
大
証
〕
を
証
明
す
る
た
め
に
、
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別
〔
の
立
証
〕
を
構
成
し
て
も
、
そ
れ
〔
先
の
能
証
〕
と
同
じ
〔
く
不
成
立
〕
で
あ
る
。
師
（
署
鋤
σ
q
響
甘
冨
）
が
次
の
様
に
云
っ
て
お

　
　
ら
れ
る
如
く
で
あ
る
。
『
空
性
に
よ
っ
て
論
駁
が
為
さ
れ
る
場
合
、
あ
る
人
が
答
論
を
行
う
で
あ
ろ
う
が
、
彼
に
と
っ
て
は
何
も
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

　
　
え
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
所
証
と
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。
』
（
竃
ζ
＃
－
G
。
）
と
。
」

　
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
駈
証
と
能
証
（
立
証
因
）
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
対
論
者
が
自
在
神
や
無
感
覚
な
物
質
や
知
識
の
実
在
を

証
明
す
る
た
め
に
構
成
す
る
推
論
式
の
忠
心
が
、
実
は
そ
れ
ら
の
所
証
と
同
程
度
に
し
か
成
り
立
っ
て
い
な
い
か
ら
「
所
証
相
似
」
で
あ

る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
典
拠
と
し
て
『
中
論
』
y
1
8
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
中
里
』
y
1
8
の
「
所
証
相
似
」

を
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
な
意
味
に
解
し
て
よ
い
こ
と
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
が
、
次
の
ω
①
諺
『
器
び
け
。
。
§
悪
の
文
章
は
そ
の
こ
と
を
一
層

明
確
に
確
認
し
、
『
国
論
』
W
－
8
の
内
容
そ
の
も
の
を
推
論
式
に
構
成
し
て
い
る
。
こ
こ
に
於
て
も
「
所
証
相
似
」
は
四
丁
謬
の
一
つ

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
第
四
（
能
証
が
所
証
相
似
で
あ
る
こ
と
）
に
つ
い
て
、

　
　
　
〔
主
張
〕
色
艦
は
自
性
的
に
成
立
っ
て
い
る
。

　
　
　
〔
立
証
因
〕
受
纒
が
自
性
的
に
成
立
っ
て
い
る
か
ら
。

　
　
と
云
う
な
ら
ぽ
、
受
纏
が
自
性
的
に
成
立
っ
て
い
る
と
い
う
立
証
因
に
よ
っ
て
色
藏
が
自
性
的
に
成
立
っ
て
い
る
こ
と
は
証
明
さ
れ

　
　
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
受
纏
が
自
性
的
に
成
立
っ
て
い
る
と
い
う
能
証
と
色
蔽
が
自
性
的
に
成
立
っ
て
い
る
と
い
う
所
証
と
の
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
　
は
、
証
明
の
難
易
度
の
点
で
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
も
の
〔
が
所
生
相
似
を
指
摘
す
る
帰
謬
〕
で
あ
る
。
」

　
今
や
『
中
島
』
y
1
8
の
「
所
証
相
似
」
が
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
中
観
派
の
中
で
は
他
に
詞
q
巴
・
爵
が
『
四
百
論
』
一
三
章
第
五
偶
（
閃
。
ω
O
α
）
に
於
て
「
所
証
相
似
」
（
。
・
緯
ξ
p
。
。
餌
陰
山
）
と
い
う
用
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

は
用
い
て
い
な
い
が
、
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
「
所
証
相
似
」
と
同
一
の
概
念
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
中
観
派
以
外
で
は
唯
識
学
派
の
論
書
中
に
「
所
由
相
似
」
が
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
喩
伽
野
地
論
』
（
嗜
。
σ
q
倒
。
筆

　
　
　
　
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
お
け
る
「
所
証
相
似
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
一
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
二

♂
ぴ
冨
巨
）
第
一
五
巻
に
説
か
れ
る
因
明
の
解
説
中
に
「
所
証
相
似
」
（
与
富
松
等
）
が
「
論
思
議
」
の
中
の
「
言
過
」
の
中
の
「
非
命
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

応
」
の
中
に
説
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
こ
に
は
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
何
ら
の
説
明
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
》
。
。
践
σ
q
鶴
の

諺
亭
疑
義
§
乱
丁
ヨ
ロ
。
8
巻
に
は
「
非
義
相
応
」
（
§
⇔
昌
冨
）
の
細
目
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
「
所
証
相
似
」
は
用
語
す
ら
あ
ら
わ
れ

て
い
な
い
が
、
》
び
七
二
冨
毒
器
p
日
置
8
避
㌣
び
冨
超
⇔
に
は
「
論
負
」
（
〈
＆
。
島
σ
q
三
豊
）
の
中
の
「
言
過
」
（
ぎ
良
器
8
p
。
）
の
中
の
「
非
義
相

応
」
（
p
。
欝
誉
冨
）
の
中
に
「
所
念
相
似
」
（
。
・
践
ξ
欝
塑
ヨ
斜
陣
所
成
等
）
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
説
明
は
全
く
ニ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

！
ヤ
学
派
的
用
法
で
あ
る
。

　
そ
れ
以
外
で
は
、
ヴ
ェ
：
ダ
ー
ソ
タ
学
派
の
○
ρ
。
葺
曾
冨
脅
の
諏
σ
q
。
ヨ
僧
鍬
。
。
欝
H
＜
山
O
の
後
半
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
所
造
相
似
」

　
へ

は
ω
践
ぽ
㌶
注
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
用
法
で
あ
る
こ
と
は
前
節
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

七
　
中
観
派
の
「
所
証
相
似
」
の
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
的
用
例

　
前
二
節
に
湿
て
は
中
観
派
の
「
所
証
相
似
」
に
中
観
派
独
特
の
用
例
と
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
用
例
と
の
二
種
類
あ
る
こ
と
を
夫
々
指
摘
し

た
。
本
節
に
立
て
は
、
最
後
に
本
稿
を
締
め
括
る
意
味
で
、
中
観
派
の
「
所
出
相
似
」
に
は
第
三
の
用
例
、
つ
ま
り
「
論
点
先
取
の
誤

謬
」
と
し
て
の
用
例
も
確
認
出
来
る
こ
と
を
指
摘
し
よ
う
。

　
問
題
と
な
る
の
は
『
ヴ
ァ
イ
ダ
リ
ア
ス
ー
ト
ラ
』
第
四
〇
定
句
下
の
『
ヴ
ァ
イ
ダ
リ
ア
論
』
で
あ
る
。
本
稿
第
五
節
で
触
れ
た
様
に
、

同
書
第
三
ニ
ー
四
八
定
句
は
ニ
ヤ
ー
や
学
派
の
主
張
す
る
論
理
学
の
一
六
項
目
の
内
、
論
証
式
を
携
成
す
る
諸
要
素
（
旨
コ
訂
σ
Q
義
話
二
三
）

の
批
判
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
議
論
の
延
長
と
し
て
立
証
因
が
主
張
と
別
で
あ
る
と
考
え
て
も
別
で
な
い
と
考
え
て
も
主
張
を
立
証

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
立
証
因
と
い
う
要
素
は
成
り
立
た
な
い
の
だ
と
批
判
す
る
の
が
第
四
〇
定
客
で
あ
る
。
即
ち
次
の
様
に
云
わ

れ
て
い
る
。

　
　
「
ま
た
、
『
立
証
因
は
主
張
と
別
で
あ
る
か
捌
で
な
い
か
で
あ
る
か
ら
、
立
証
因
で
は
な
い
。
』
（
＜
ω
き
）
主
張
と
立
証
因
は
別
で
あ



　
　
る
か
、
別
で
な
い
か
で
あ
ろ
う
。
も
し
別
な
ら
ぼ
ど
う
な
る
か
〔
と
云
え
ば
〕
主
張
は
「
布
は
白
い
」
で
あ
る
。
そ
し
て
立
証
因
は

　
　
何
か
と
云
え
ば
、
「
黒
い
か
ら
で
あ
る
」
で
あ
る
。
〔
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
は
〕
認
め
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
白
さ
は
能
動
で

　
　
あ
る
黒
さ
に
よ
っ
て
は
証
明
さ
れ
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
一
方
、
立
証
因
と
主
張
と
が
別
で
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
な
ら
ぽ
、
主
張
は
「
布
は
白
い
」
で
あ
る
。
立
証
因
は
何

　
　
か
、
と
い
う
な
ら
ば
、
「
白
い
か
ら
で
あ
る
」
で
あ
る
。
〔
し
か
し
〕
同
一
の
も
の
が
そ
〔
の
同
一
の
も
の
〕
の
能
証
で
あ
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
　
な
い
。
こ
〔
の
能
証
〕
は
、
所
証
と
等
し
い
（
所
証
相
似
）
の
で
あ
る
。
L

　
後
半
部
に
問
題
に
さ
れ
て
い
る
推
論
式
を
取
出
せ
ぽ
次
の
様
に
な
る
。

　
　
〔
主
張
〕
布
は
白
い
。

　
　
〔
立
証
因
〕
白
い
か
ら
。

　
そ
し
て
こ
の
推
論
式
の
立
証
因
が
「
翁
面
相
似
」
の
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
こ
と
が
云
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
の
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俊
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
我
々
は
中
観
派
の
「
所
証
相

似
」
の
用
例
の
「
つ
と
し
て
「
論
点
先
取
の
誤
謬
」
を
加
え
う
る
こ
と
を
確
認
出
来
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
、
中
観
派
の
「
所
証
相
似
」
に
三
種
の
用
例
の
あ
る
こ
と
を
吟
昧
・
確
定
し
終
り
、
か
く
し
て
我
々
は
本
稿
初
頭
の
序
節
に
掲
げ

た
結
論
に
至
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）
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岩
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六
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－
三
一
頁
参
照
。

『
分
析
論
前
書
』
（
注
⑥
所
掲
）
三
九
七
－
八
頁
。

同
三
九
七
頁
。

Z
ω
H
－
b
っ
一
。
。
”
ω
蹉
ゴ
轟
く
盗
曾
魯
ω
践
げ
鴇
⇔
零
理
ω
践
ゲ
携
ω
p
ヨ
魯
＼
＼

Z
b
づ
『
。
。
。
。
心
．
。
。
1
ω
。
。
9
b
コ
（
p
9
罵
り
4
ω
H
ー
ト
り
一
Q
◎
）
”
砕
財
嚢
p
。
日
。
ゲ
写
象
ω
理
ξ
p
ヨ
”
『
q
銭
ヨ
⇔
耀
く
巴
三
冨
霊
ゲ
の
蹉
ξ
o
鼠
く
…
書
冨
ゲ
ω
践
冨
コ
ぢ
象
く
弩

　
。
。
倒
傷
び
冨
器
ヨ
菩
＼

（
1
4
）
　
前
注
参
照
。

（
1
5
）
因
み
に
、
O
p
。
コ
鐸
舞
阪
…
は
『
入
中
論
』
奪
概
ミ
ミ
蓉
隷
§
匙
ミ
）
＜
H
ふ
。
。
に
は
「
所
望
相
似
」
の
代
り
に
「
主
張
相
似
」
（
号
ヨ
ぴ
畠
”

　
日
盆
ず
償
》
ρ
窟
国
け
ご
諮
器
ヨ
。
。
）
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。

（
1
6
）
　
類
似
の
困
難
な
現
象
は
主
題
（
唱
跨
紹
）
と
い
う
語
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
。
同
語
は
、
一
、
主
題
、
二
、
主
張
命
題
、
三
、
主
張
命
題
に
よ

　
っ
て
確
証
さ
れ
る
事
実
、
と
い
う
三
種
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
Ω
・
出
．
漆
訂
σ
q
餌
≦
辞
》
宕
9
0
0
旨
3
0
ζ
o
ひ
。
縣
。
δ
σ
q
く
身
離
①
ω
け
巳
団

　
o
剛
ぎ
旨
き
い
。
σ
q
5
　
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
八
巻
一
号
（
昭
3
5
）
、
二
三
i
四
頁
甲
い
局
．
ω
8
巴
↓
冨
O
o
p
8
讐
。
隔
噂
轟
器
ぎ
ぎ
象
p
。
ロ

　
U
o
σ
q
貫
ぎ
袋
§
ミ
＆
N
器
ミ
斜
鼻
頭
型
。
防
愚
電
卜
⊃
（
お
喧
G
Q
）
℃
℃
・
目
㎝
①
1
①
①
（
和
訳
『
印
度
学
仏
教
学
薪
究
』
第
二
二
巻
一
号
（
昭
4
9
）
一
〇
八
二
一

　
九
二
頁
）
。

（
1
7
）
　
閉
ω
＜
1
目
－
分
　
ω
麗
げ
饗
・
曾
鷲
響
富
鴫
o
h
島
冨
頃
醤
？
≦
冨
ぽ
鑑
ロ
げ
ゲ
仁
。
巻
ω
毘
ゲ
琴
芝
餌
0
8
二
寅
お
鋤
冨
冨
沼
田
鳶
呂
遵
奉
日
饗
－
〈
一
ざ
ゼ
？
の
巴
7

　
巻
器
藁
移
＼
＼

（
1
8
）
　
2
切
げ
b
。
O
O
9
？
。
。
（
巴
乞
ω
〈
・
歴
b
。
）
”
；
」
昌
昌
く
習
黛
日
即
し
畳
p
。
〈
携
の
卸
町
…
愚
響
岩
o
Q
后
三
二
。
σ
Q
黛
乙
琶
ξ
p
。
お
δ
聡
魔
。
。
7
町
ぐ
倒
・
藁
葺
－
σ
q
名
p
。
－

　
饗
謀
魯
ζ
蔓
繁
華
ジ
訂
臣
創
。
緯
百
押
3
ω
筥
鐸
す
ぞ
倒
畠
ロ
一
隻
一
方
、
d
伽
身
。
邑
＄
謎
は
「
〔
主
張
〕
声
は
無
常
で
あ
る
。
〔
立
証
因
〕
生
起
を
性

　
質
と
す
る
か
ら
。
〔
喩
例
〕
瓶
の
如
し
。
」
と
い
う
例
を
掲
げ
て
い
る
。
2
＜
b
。
O
O
◎
お
人
（
巴
累
ω
く
－
ゲ
ト
⊃
）
“
9
艮
な
魯
紗
ぴ
曾
暮
雲
け
亭
α
訂
学

　
ヨ
跨
開
く
蝉
＼
葺
冨
叶
臨
堅
陣
巴
日
⇔
訂
侮
犀
コ
ヨ
ぴ
ゲ
践
《
窪
津
冨
召
忌
訟
p
。
白
＼
Ω
．
2
く
6
日
8
0
9
認
－
9
≦
い
く
き
理
プ
印
、
。
。
＜
属
島
b
σ
O
O
Q
。
．
㌶
甲

　
　
　
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
お
け
る
「
所
証
相
似
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
五
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
号

五
八
六

（
1
9
）
　
Z
ω
げ
邸
O
H
O
b
’
嵩
（
践
累
ω
く
・
ド
・
心
）
”
ゲ
無
口
傷
ざ
⇔
〈
切
盛
く
？
。
。
餅
ヨ
£
。
艮
ゲ
鴫
ρ
。
－
団
。
α
q
剛
餌
『
曽
ヨ
菩
ω
鋤
山
ξ
塑
ダ
3
召
曾
磐
ぎ
8
0
尽
。
・
p
。
且
簿
魯

　
ω
＆
ξ
鋤
。
。
価
捨
身
＼
冨
象
巻
昏
9
1
δ
馨
三
口
静
騨
霧
島
蔑
倒
冥
飴
。
・
陣
営
寓
巻
け
誘
け
面
倒
翼
訂
一
〇
磐
田
三
＼
。
。
鋤
ξ
詠
。
曙
帥
ヨ
理
豪
雨
ζ
一
矯
鋤
く
響
三

　
闘
ヨ
効
ぢ
一
〇
斡
。
、
嵐
ω
鑑
ξ
魯
＼
9
。
蓬
卿
鵠
ぞ
Q
昇
9
貯
母
三
趣
け
冨
一
〇
忽
魯
け
簿
げ
理
日
倒
＼
＼
　
《
立
証
因
等
の
〔
推
論
式
の
〕
諸
要
素
が
〔
そ
れ

　
に
向
っ
て
働
く
〕
べ
き
も
の
が
証
明
さ
る
べ
き
属
性
で
あ
る
。
そ
れ
（
所
証
た
る
属
性
）
を
喩
例
に
対
し
て
こ
じ
つ
け
る
人
は
所
感
相
似
〔
の
誤
難

　
を
犯
し
て
い
る
〕
。
つ
ま
り
、
「
ア
ー
ト
マ
ソ
は
土
塊
の
如
く
で
あ
る
、
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
は
土
塊
は
ア
ー
ト
マ
ン
の
如
く
で
あ
る
、
と
い

　
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
確
か
に
、
ア
ー
ト
マ
ソ
が
運
動
を
も
つ
と
い
う
こ
の
こ
と
が
二
十
で
あ
る
と
し
て
も
、
土
塊
も
筋
証
で
あ
る
。
さ
も

　
な
け
れ
ば
、
ア
ー
ト
マ
ン
は
土
塊
の
如
く
で
あ
る
、
と
は
〔
云
え
〕
な
い
。
」
〔
と
い
う
様
に
非
難
す
る
揚
合
で
あ
る
〕
。
》

　
　
C
画
聖
。
寅
訂
8
の
注
は
誤
難
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
に
つ
い
て
も
、
所
証
と
喩
例
の
関
係
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
、
所
証
と
立
証
因
の
関
係

　
を
問
題
に
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
場
合
に
も
、
対
論
者
が
提
出
す
る
推
論
式
の
立
証
因
が
「
信
証
根
似
」
を
犯
し
て
い
る
、
と
い
う
意

　
味
に
於
て
で
は
な
く
、
や
は
り
、
立
論
者
の
正
し
い
推
論
式
に
対
し
て
そ
の
立
証
因
が
「
地
界
相
似
」
で
あ
る
と
掲
げ
足
取
り
を
す
る
誤
っ
た
非
難

　
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
に
誤
難
と
し
て
の
「
所
証
相
似
」
を
解
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
。
h
l
発
く
ト
。
O
O
O
．
H
学
事
（
p
。
傷
2
ω
く
占
ム
）
“
の
蕊
ξ
⇔
，
ω
鋤
‘

　
畠
訂
冨
－
爵
費
ヨ
遷
。
。
。
言
一
導
け
p
。
滋
強
跨
乏
く
器
簿
倒
鵠
信
ω
倒
α
ξ
器
p
日
Φ
受
暮
葦
8
＼
《
所
証
と
能
証
（
立
証
因
）
の
両
属
性
が
等
し
い
と
反
論
す
る

　
こ
と
が
所
出
相
似
〔
の
誤
払
で
あ
る
〕
と
云
わ
れ
て
い
る
。
》
い
一
Z
く
ト
コ
O
ド
ρ
H
①
山
南
（
p
傷
り
痢
。
◎
〈
l
H
l
画
）
”
σ
q
訂
ぢ
轟
⇔
鼠
崎
⇔
一
げ
鴇
p
。
貸
伽
犀
。

　
冨
嘗
同
聾
冨
ヨ
m
冥
。
・
鑑
ξ
m
毒
噺
冒
倒
窓
覧
富
く
冨
一
二
ω
親
ξ
m
奉
け
箕
鉾
冨
く
霧
ひ
ぎ
騨
ω
倒
傷
ξ
舘
麟
日
興
。
7
＼
＼
《
「
ま
た
、
瓶
は
無
常
で
あ
る
、
と
い

　
う
こ
の
点
に
対
し
て
何
が
立
証
因
か
。
こ
れ
（
立
証
因
）
も
噺
証
と
同
様
に
知
ら
し
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
様
に
〔
立
証
因
が
〕
所
証

　
と
同
様
で
あ
る
点
を
反
論
す
る
の
で
あ
る
か
ら
所
証
相
似
で
あ
る
。
》

　
　
誤
難
は
例
え
ば
G
。
9
算
霞
⇔
ω
＜
倒
ヨ
貯
の
乏
為
巻
函
館
㊦
鐙
の
無
能
破
（
山
離
。
ウ
P
づ
倒
げ
ゴ
9
1
0
0
⇔
）
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
、
同
書
で
は
完
全
な
能
証
に
対

　
し
て
不
完
全
で
あ
る
と
指
摘
し
た
り
、
正
し
い
主
張
に
対
し
て
誤
り
を
指
摘
し
た
り
、
正
し
い
立
証
因
に
対
し
て
誤
り
（
不
成
立
・
不
確
定
・
矛

　
盾
）
を
指
摘
し
た
り
、
正
し
い
喩
例
に
対
し
て
誤
り
を
指
摘
す
る
等
の
言
い
掛
り
的
な
非
難
が
似
能
破
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
Ω
「
》
「
即
U
ゲ
遷
〈
仁
。
り

　
↓
書
さ
亀
愚
㌧
、
魯
竃
鷺
”
冨
二
押
ω
餌
器
一
（
ユ
酔
↓
①
×
け
三
ひ
O
o
ヨ
日
Φ
三
p
二
⑦
。
。
”
O
O
ω
ω
o
。
”
ω
舘
。
伍
ρ
お
①
o
。
u
や
。
。
旧
く
．
ゆ
ず
天
雷
9
母
饗
（
巴
■
ン

　
さ
a
愚
㌔
、
自
籠
罫
ミ
冨
＆
壁
a
b
鳶
謡
絢
。
。
や
℃
陰
。
詳
H
押
ゴ
げ
。
け
睾
↓
Φ
×
ゴ
O
O
ω
ω
P
切
碧
＆
。
。
”
6
卜
。
N
噂
●
お
（
伽
①
湛
）
い
鼠
．
↓
⇔
o
霞
訂
≦
9
。
”
〉

　
ω
冥
9
・
O
⑦
コ
ε
蔓
ζ
碧
二
一
〇
｛
H
コ
象
彗
い
。
ぴ
q
卿
p
き
ミ
，
、
N
ミ
ミ
．
N
、
N
ミ
§
箏
賊
N
象
尽
ξ
昌
（
旨
旨
ソ
署
●
這
り
”
置
分
宇
井
伯
寿
『
仏
教
論
理
学
』

　
（
｛
予
井
伯
寿
｛
者
作
選
集
－
、
　
大
東
…
出
版
社
、
　
｝
九
六
六
㍍
†
）
、
　
三
二
｝
、
　
三
三
六
頁
。

（
2
0
）
　
顕
白
川
碧
巳
ρ
旨
ミ
§
N
卜
薦
詩
§
罫
恥
肉
§
、
◎
浄
ぎ
ミ
恥
》
○
艮
o
a
d
穿
く
o
a
曙
津
。
。
・
‘
・
”
お
。
。
O
（
話
肩
。
2
㊦
≦
O
o
蒙
お
刈
①
y
娼
．
α
罫
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9
◎
噛（

2
1
）
　
本
稿
序
部
所
掲
の
論
文
並
に
第
五
節
の
表
参
照
。

（
2
2
）
　
本
稿
序
部
所
掲
の
論
文
。
但
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ζ
⇔
艶
既
琉
が
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
用
例
と
呼
ぶ
も
の
は
微
妙
で
あ
っ
て
、

　
彼
は
そ
れ
を
誤
難
の
方
向
で
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
（
㍗
器
卜
⊃
）
点
に
問
題
を
残
し
て
い
る
。
本
稿
第
六
節
参
照
。

（
2
3
）
　
こ
の
二
例
に
つ
い
て
は
次
節
参
照
。

（
2
4
）
　
Ω
．
勺
脂
や
同
刈
Q
。
節
亭
。
。
巳

（
2
5
）
　
Ω
陰
》
囚
H
囲
①
卜
⊃
⇔
ぴ
”
。
葺
？
畠
葺
似
①
＄
冨
蓬
餅
ロ
6
£
。
暮
春
器
白
§
§
訂
3
ゲ
＼
《
等
無
間
縁
と
は
既
に
生
起
し
た
心
・
一
所
で
、
〔
阿
羅
漢
の
〕

　
最
後
〔
心
〕
で
な
い
も
の
で
あ
る
。
》
脚
》
菌
切
ゲ
㊤
○
。
臼
O
…
雪
げ
象
亀
冨
い
9
ヨ
冒
p
。
燭
剖
賓
ひ
6
窪
ロ
詠
9
蓉
⇔
－
。
繊
け
叡
グ
器
ヨ
四
p
節
上
銭
⇔
鷺
p
蔓
9
。
鴇
p
。
ザ
＼

　
《
阿
羅
漢
の
最
後
〔
の
心
・
田
所
〕
を
別
に
し
て
、
既
に
生
起
し
た
心
・
心
血
が
等
無
間
縁
で
あ
る
。
》
w
》
嘉
し
d
ゲ
リ
⑩
．
嵩
・
寄
“
ξ
ω
ヨ
爆
傷
山
霧
暮
詠

　
＄
話
割
興
。
葺
？
8
葺
鋤
コ
p
。
。
p
ヨ
節
津
コ
富
茜
筏
⇔
曙
遷
書
＼
。
・
ロ
冨
日
露
舘
9
。
唇
げ
窪
爵
葺
鋤
け
＼
《
何
故
阿
羅
漢
の
最
後
の
心
・
心
血
は
等
無
間
縁
で
な

　
い
の
か
Q
〔
そ
れ
以
上
〕
他
の
心
は
続
起
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
》
凹
い
．
伍
。
ド
く
帥
ま
Φ
℃
o
畠
臨
コ
”
卜
、
》
寧
ミ
》
ミ
ミ
寒
。
貯
譜
『
§
袋
い
§
翫
詠
ド

　
じ
d
歪
×
亀
①
9
這
譲
”
↓
o
ヨ
。
押
℃
℃
．
ω
O
O
ゐ
O
黛
桜
部
建
『
倶
舎
論
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
昭
4
4
）
、
三
九
ご
一
五
頁
。

（
2
6
）
日
露
亀
P
這
－
凸
ω
』
（
践
と
窯
×
×
囲
ム
）
“
冒
。
。
言
。
。
聾
①
9
ぎ
く
一
勢
い
魯
呂
ぢ
ω
ξ
3
・
並
ぶ
9
。
口
鉾
く
践
ρ
6
践
？
く
量
的
ω
鋤
島
山
冨
ヨ
暮
汀
一
電
ぎ
・

　
曙
甲
。
ぎ
？
8
葺
？
汀
3
9
。
再
三
。
津
一
額
箕
一
ぎ
疵
日
鋳
P
器
器
旨
犀
＄
ヨ
切
藁
け
a
－
〈
一
面
い
p
。
。
。
塩
箕
戴
け
幽
－
賢
p
。
な
爵
。
。
客
①
呂
。
・
夢
。
ε
一
（
鉾
く
騨
ω
置
『

　
旨
ω
9
。
ヨ
霧
く
㎝
。
。
貯
⇔
涛
ぎ
鼠
押
9
。
邸
ぴ
発
く
警
＼
《
あ
る
者
（
経
量
感
）
は
、
「
〔
主
張
〕
減
は
原
因
を
も
つ
。
〔
立
証
因
〕
有
為
の
特
徴
で
あ
る
か
ら
、

　
〔
喩
例
〕
生
の
如
し
。
」
と
い
う
〔
我
々
中
観
派
の
〕
論
証
を
排
斥
し
、
〔
阿
羅
漢
の
〕
最
後
の
心
・
鶴
甲
の
刹
那
〔
を
反
証
の
喩
例
と
し
て
提
出
す

　
る
こ
と
〕
に
よ
っ
て
、
〔
中
観
の
論
証
の
〕
不
確
定
性
を
指
摘
し
た
が
、
彼
（
経
量
部
）
は
正
し
く
指
摘
し
た
訳
で
は
な
い
。
〔
我
々
中
観
派
の
論
証

　
に
〕
不
確
定
性
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
〔
阿
羅
漢
の
最
後
の
心
・
隠
所
の
〕
滅
も
生
を
縁
と
し
て
い
る
点
で
原
因
を
も
つ
か
ら
で
あ

　
り
、
所
造
相
似
だ
か
ら
で
あ
る
。
》
O
P
轡
≦
・
侮
。
ず
口
σ
Q
b
㍗
。
答
”
や
α
㊤
・
こ
の
個
所
の
無
二
相
似
の
α
o
臼
§
σ
q
氏
訳
は
、
、
忽
日
ヨ
言
明
0
8
ヨ
・

　
且
黛
①
¢
。
＜
8
一
、
o
ぼ
醇
競
α
①
日
o
p
葺
霞
、
、
で
あ
り
、
同
書
の
他
の
個
所
（
ミ
．
や
G
。
。
。
）
に
於
け
る
同
語
の
訳
．
．
葺
け
三
〇
弓
師
。
ぢ
罵
、
と
は
区
別
さ
れ
て

　
い
る
が
、
本
稿
に
論
じ
る
様
な
問
題
を
意
識
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
か
で
は
な
い
。

（
2
7
）
　
＜
勺
即
く
ω
G
。
①
節
ω
8
、
§
措
℃
・
跨
邉
犠
貯
N
曾
§
食
黙
§
様
黛
§
万
祝
轟
領
、
導
9
＼
＼
〔
＜
ω
ω
①
〕
鴇
冨
制
御
。
・
≦
p
げ
巴
山
山
N
9
。
α
q
9
α
Q

　
σ
Q
冨
α
q
冨
》
眉
o
o
冨
．
。
ゲ
響
ぴ
霞
ヨ
岡
ロ
房
ξ
p
。
只
管
ω
≦
p
げ
巴
訂
爵
p
。
富
ぎ
σ
q
ω
娼
窃
凱
p
自
。
。
冨
一
3
同
日
①
ぴ
“
二
郷
q
畠
p
。
ヨ
び
〇
四
、
冨
一
帥
ω
o
α
q
。
。

　
三
訂
げ
。
σ
q
ω
窓
貯
矯
鎚
ご
σ
q
。
。
昂
苫
傷
醤
《
ヨ
呂
＼
＼
“
①
器
＼
ぴ
ユ
＆
冨
叫
び
看
。
。
σ
ρ
ミ
負
ミ
§
恥
鷺
＼
穿
む
q
℃
，
§
㌧
ミ
書
面
切
匙
§

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
お
け
る
「
所
証
相
似
」
の
問
題

五
八
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
号

五
八
八

　
ミ
跨
奪
へ
蓼
㌧
貸
．
田
富
書
壁
騎
、
o
＼
＼
〔
＜
ω
ω
δ
、
象
含
ヨ
。
σ
q
鍬
ヨ
傷
蝕
δ
昌
冨
畠
巴
ξ
①
き
鋤
一
け
鋤
げ
信
望
ぎ
8
σ
Q
⇔
》
σ
Q
一
着
冨
ヨ
。
駄
螢
ヨ
。
一
α
q
σ
q
冨

　
牙
ぴ
u
・
ξ
巴
ヨ
凶
3
。
・
参
伍
。
課
ぎ
山
に
臼
。
α
q
鐙
ヨ
。
・
δ
》
筈
冨
σ
q
山
口
旨
鋤
冨
ゲ
。
ぴ
q
㎝
冨
。
。
H
蔓
9
騨
匿
嘱
a
冨
肖
5
0
。
・
垂
目
巨
、
σ
q
Σ
周
3
＼
＼

　
㎞
同
一
＄
同
一
〇
疑
訂
σ
q
。
一
α
q
蜀
ヨ
昏
。
訪
訂
”
一
日
目
ω
戸
山
a
目
凹
①
竃
浅
内
¢
一
〇
ひ
訂
。
。
8
》
O
冨
9
。
σ
q
伽
信
ヨ
帥
げ
饗
旨
愛
馬
。
》
簿
、
一
霞
口
。
。
冨

　
旨
島
℃
。
。
ヨ
9
旨
づ
き
＼
＼
一
＝
冨
瞬
げ
遷
ヨ
聾
器
器
ご
蓬
ヨ
毅
げ
覧
昌
窟
B
a
冒
牙
ま
ぢ
亀
β
ヨ
g
。
》
℃
o
け
。
・
ゲ
。
σ
q
。
・
冨
。
。
．
ξ
ぎ
窓
ヨ
巴

　
脅
ヨ
巴
冨
2
島
岸
愚
℃
げ
覧
憎
門
。
＼
＼

（
2
8
）
　
『
方
便
心
論
』
は
漢
訳
（
大
正
蔵
経
三
十
二
巻
一
六
三
二
番
二
三
－
八
頁
）
に
の
み
存
在
し
、
訳
者
は
西
域
三
蔵
吉
野
夜
（
国
司
弼
曼
鵯
）

　
（
或
は
、
曇
曜
と
の
共
訳
）
、
四
七
二
年
の
訳
出
で
あ
る
。
宋
版
大
蔵
経
以
後
「
竜
樹
菩
薩
造
」
と
さ
れ
る
が
、
高
麗
大
蔵
経
で
は
著
者
不
明
と
さ
れ

　
る
。
↓
琴
9
氏
に
よ
る
還
梵
が
あ
り
、
宇
井
伯
寿
氏
に
よ
る
訳
注
が
あ
る
。
O
剛
．
O
●
↓
蓉
。
卸
》
、
や
b
ミ
博
蕊
鷺
ヒ
q
袋
ミ
ミ
急
↓
§
円
周
§
卜
。
讐
q

辱
6
ミ
G
ミ
ミ
中
帯
。
ミ
ベ
Q
♂
○
器
犀
≦
践
、
・
・
9
田
舞
巴
ω
o
ユ
＄
蒔
P
ゆ
費
。
匹
∬
お
ト
⊃
⑩
（
三
韓
．
ω
§
閃
鑓
ロ
。
一
ω
。
P
お
刈
①
）
脚
宇
井
伯
寿
『
印
度
哲
学
研

　
究
』
第
二
巻
（
東
京
、
甲
子
社
書
房
、
大
正
一
四
年
”
再
版
、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
七
年
）
、
四
七
ニ
ー
五
八
五
頁
。
『
方
便
心
論
』
は
宇
井
氏
に
よ

　
れ
ば
客
鋤
σ
q
鐸
甘
遇
以
前
の
小
乗
仏
教
徒
の
著
し
た
も
の
で
あ
る
（
同
書
四
七
五
頁
）
。
ま
た
、
O
．
い
ぎ
餓
露
華
氏
は
宕
鋤
σ
Q
餅
こ
§
薗
の
も
の
と
云
わ

　
れ
て
い
る
諸
著
作
を
、
真
作
、
偽
作
、
疑
わ
し
い
も
の
と
い
う
三
カ
テ
ゴ
リ
！
に
分
け
、
第
三
の
疑
わ
し
い
も
の
を
さ
ら
に
、
真
作
の
可
能
性
の
高

　
い
も
の
と
偽
作
の
可
能
性
の
高
い
も
の
と
の
二
つ
に
分
け
、
『
方
便
心
論
』
を
後
者
に
配
し
て
い
る
。
（
ミ
讐
、
織
§
蝕
§
”
O
o
℃
窪
冨
σ
q
o
P
H
り
。
。
卜
。
”

　
署
．
H
H
∴
刈
）
。
梶
山
氏
は
宇
井
説
を
排
し
、
『
中
論
』
『
廻
諄
論
』
『
ヴ
ァ
イ
ダ
リ
や
論
』
著
作
以
前
■
の
2
餌
σ
q
騨
薫
陸
或
は
彼
に
き
わ
め
て
親
近
な

　
何
人
か
の
著
作
と
考
え
て
お
ら
れ
る
（
次
注
所
掲
論
文
＝
一
一
－
二
頁
）
。

（
2
9
）
　
梶
山
雄
一
「
誰
弁
と
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
」
『
理
想
』
（
累
。
．
①
一
〇
）
、
一
九
八
四
年
三
月
、
一
＝
一
－
二
五
頁
。

（
3
0
）
　
げ
圃
智
》
旨
々
夢
ゲ
冤
。
畠
湯
萄
艮
ロ
。
汀
ω
巴
9
1
路
傷
げ
《
霧
⇔
ヨ
。
謀
づ
⇔
炉
＼
旨
四
〇
四
。
・
＆
ゲ
饗
呂
B
o
ゴ
①
葺
ゲ
ω
野
山
ず
。
匡
。
。
践
『
鴫
霧
k
9
自
信
ぐ
讐
⑦
＼
＼
Ω
．
く
・

　
切
ゴ
讐
富
。
げ
⇔
蔓
m
u
臼
、
ミ
》
讐
、
㌧
ミ
総
州
母
、
騒
ミ
Q
§
ミ
愚
勘
亀
3
0
跳
。
¢
算
欝
ド
⑩
心
ω
”
℃
Ψ
日
b
ひ
0
一
①
甲
中
村
元
『
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
の
発
展
』
（
岩
波

　
書
店
、
一
九
五
五
年
）
、
四
三
一
－
二
百
ハ
”
本
稿
序
節
所
掲
の
囚
●
ゆ
げ
讐
㌶
o
冨
蔓
9
。
論
文
、
二
三
〇
頁
”
本
稿
略
号
表
く
く
下
無
学
の
内
・
切
『
⇔
暮
？

　
。
ゲ
費
巻
書
二
二
頁
注
1
。

（
3
1
）
　
＜
■
し
d
げ
暮
鼠
。
訂
蔓
p
。
前
言
所
引
書
参
照
。
他
方
、
囚
．
ゆ
げ
馨
＄
o
げ
母
饗
氏
は
前
注
駆
引
論
文
（
一
〇
お
”
ワ
ト
。
G
。
O
）
に
穿
て
は
同
偶
後
半
の
「
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
証
相
似
」
を
ニ
ヤ
ー
や
学
派
的
意
味
に
解
し
て
い
る
が
、
古
注
所
引
書
（
H
O
“
c
Q
ψ
　
賢
　
ト
り
ト
⊃
”
　
鵠
●
　
H
）
に
於
て
は
ω
Q
穿
碧
帥
注
に
従
っ
て
中
観
派
独
特

　
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
次
注
参
照
。
し
か
し
、
同
書
の
前
身
で
あ
る
ぎ
ミ
，
、
ミ
N
ミ
腎
ミ
§
㌧
ミ
N
象
愚
、
壱
H
（
δ
誠
y
も
唱
・
b
。
H
宇
露
落
丁
の
彼

　
の
論
文
（
や
b
。
ω
①
）
に
於
て
は
そ
の
旨
何
ら
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
彼
の
意
見
の
変
更
が
一
九
七
二
年
か
ら
七
八
年
の
間
に
起
り
、
現
在
は
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中
観
派
独
特
の
意
味
に
解
す
る
方
向
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

（
3
2
）
　
プ
0
9
吋
三
身
鷲
ぎ
8
・
菖
帥
げ
ゲ
一
管
。
郎
r
σ
q
Q
ヨ
鋳
9
臣
寝
酬
幹
響
四
二
ざ
匿
餌
誘
矧
葺
0
5
帥
ず
Φ
言
げ
．
《
立
証
因
と
は
こ
こ
で
は
喩
例
の
意
味
で
用
い

　
　
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
理
解
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
と
い
う
の
は
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
喩
例
で
あ
っ
て
、
立
証
因
で
は
な
い
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
で
あ
る
。
》
中
村
上
掲
書
四
三
二
頁
、
溶
切
論
梓
仲
p
。
。
冨
曼
鋤
上
引
書
腰
回
参
照
。
尚
、
立
証
因
を
喩
例
の
意
味
に
解
す
る
こ
の
o
o
暮
冨
薬
注
は
、

　
『
廻
熱
論
』
第
二
八
偏
に
出
る
立
証
因
と
い
う
語
を
喩
例
の
方
向
で
考
え
よ
う
と
す
る
羅
切
匿
仲
3
。
軍
門
旨
氏
の
解
釈
に
有
力
な
根
拠
を
与
え
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
り
大
変
興
味
深
い
が
、
『
廻
熱
論
』
解
釈
に
か
な
り
後
代
の
し
か
も
外
教
の
Q
。
ρ
。
葬
霞
⇔
注
の
用
例
を
無
限
定
に
持
ち
込
む
点
は
、
方
法
論
的
に
問
題

　
が
無
い
訳
で
は
な
い
。

（
3
3
）
　
Ω
●
自
署
お
メ
㎝
占
ド
こ
こ
で
所
証
は
色
（
誌
8
旨
”
月
q
b
o
留
ω
毘
ξ
Φ
ロ
p
器
二
四
…
）
又
は
色
の
実
在
（
這
N
下
。
。
”
ω
践
菖
①
器
旨
冨
ω
巴
び
7

　
響
窪
O
。
。
餌
ヨ
O
…
）
と
等
置
さ
れ
て
い
る
。

（
3
4
）
ζ
鼠
囮
く
。
。
”
く
世
羅
・
醤
ケ
冨
H
圃
ゲ
倒
尽
毎
毎
8
零
墨
欝
甘
く
巴
Φ
け
＼
ω
舘
奉
召
蕩
恩
冨
ユ
葺
。
召
ω
§
p
。
ぢ
ω
践
菖
Φ
冨
導
簿
。
＼
＼

（
3
5
）
Ω
．
勺
馬
H
卜
。
c
。
．
￥
卜
。
。

（
3
6
）
ζ
ζ
H
＜
⑩
”
崇
重
ξ
ぎ
①
冒
昌
倒
一
き
げ
冨
琶
ζ
8
君
尾
。
。
審
轟
く
巴
。
ミ
。
・
碧
雲
恒
霧
塩
自
重
一
。
げ
妻
琴
。
・
¢
。
二
合
の
畿
ξ
窪
帥

　
一
9
1
団
餌
稗
O
＼
＼

（
3
7
）
　
本
稿
序
節
に
所
掲
の
論
文
二
二
一
一
二
頁
。

（
3
8
）
　
ω
。
。
。
ξ
。
評
磯
魚
9
”
↓
客
ミ
ミ
斜
、
帖
毎
回
．
帆
鷺
ミ
、
讐
馬
、
ミ
”
、
頓
ミ
N
（
恥
黛
四
書
貸
㌧
亀
．
側
貌
窺
、
”
寒
ミ
”
〈
o
一
φ
伊
東
洋
文
庫
H
8
。
。
所
収
）

H
。
。
琶
（
U
餌
ト
コ
δ
⇔
7
冒
．
b
。
㎝
O
山
占
）
”
び
ω
σ
q
2
σ
9
鋤
伍
器
具
。
・
ぎ
寄
辺
巳
＼
ω
σ
Q
琶
慧
目
雷
σ
Q
5
。
8
＼
“
①
ω
旨
三
。
。
q
序
p
一
α
霞
冥
＆
冨
ロ
。

音
・
げ
⊆
ヨ
冨
鼠
、
g
《
き
『
ぴ
q
写
国
匡
ρ
。
ロ
び
ざ
傷
α
窃
q
。
も
・
駄
①
ω
§
冨
ぎ
ゴ
、
。
凝

（
3
9
）
ミ
H
。
。
㌻
累
・

（
4
0
）
Ω
．
罫
類
舞
9
”
b
磁
惑
讐
。
蕎
評
、
・
ら
愚
畿
§
噛
出
錠
慈
民
9
瞳
。
三
巴
ω
巴
。
ω
ミ
リ
H
⑩
①
。
。
も
・
り
●

（
4
1
）
ω
器
ξ
p
℃
3
隻
p
ミ
肉
ぎ
落
口
§
爲
§
．
直
奏
鷺
．
ご
題
》
（
象
砺
電
貸
鷺
、
ひ
ζ
、
．
腎
§
y
〈
。
「
α
y
呂
び
轟
占
（
↓
訂
・
。
嵩
び
蔭
占
壱
．
H
O
c
。
山
ム
～

α
）
義
b
d
¢
舞
「
g
茜
《
包
冨
．
；
山
。
号
α
q
N
①
ぴ
q
。
。
§
富
》
＼
ヨ
・
げ
藻
u
・
ξ
Φ
．
α
Q
。
α
q
♂
ω
。
σ
Q
ω
窟
伽
暮
＼
誤
巴
、
α
Q
鴇
母
訂
”
一
側
茜
・
等
ミ
匙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

駄
§
ミ
蓬
へ
多
智
締
ミ
薦
楓
g
白
蔓
彗
巨
ω
匿
駐
冨
ず
。
・
。
α
q
u
・
黒
き
。
ω
唱
。
”
同
ω
け
。
げ
ω
“
煽
σ
q
。
・
旨
巳
＼
〉
寒
黛
蒜
ミ
鵯
馬
轄
憾
ミ
黛
ミ
誉

（
欝
砂
蟹
智
．
南
画
ぎ
．
げ
¢
β
s
N
6
）
置
⑩
鐘
占
壱
．
謹
み
ム
～
節
、
無
二
⇔
ぴ
鎌
。
・
8
＼
σ
q
討
三
叫
σ
q
猫
σ
q
ω
冨
、
＝
喜
9
⇔
σ
q
侮
き
＼
茜
急
げ
暮
『
㎞
＆

冨
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1’origille　de　1’6tonnement，　et　en　apProfondissant　Ies　divers　aspects　des

op6rations　de　i’imagination，　nous　voulons　6呈uc玉der　ce　qui　permet　d’6tablir

Ie　lieU　de　la　tranSCendanCe　rel圭gieUSe．

　　Dans　cet　article，　tout　d’abord，　e皿consid6rant　les　divers　aspects　de

I’irnagination　dans　1es　trois　n圭veaux　de　‘‘la　percept圭on　，　de　‘‘1a　volont6”

et　de“1’6motion”，　nous　voyons　que　1’action　transcendantale　de　l’imagina・

tion　sa圭sit，　dans　P6motio獄，　le　nivau　Ie　plus　lnterieur　du　sujet．　E且suite

nous　sais圭ssons　en　tant　que　passion，　r6tat　renvers6　de　l’aetion　tra豆scendantale

de　I’irnagination　et　par　1’analyse　de　la　structure　de　ce至le－ci，　nous　consid6噂

rons　le　prob16me　du　mal．　L，oP6ration　v6ritablement　positive　de　l，action

transcex［daエ〕tale　se　situe　dans　ce　qu三　nous　apPorte　la　Iibert6　et　nous　sauve

de　la　passion　et　du　mal．　En　dernier　lieu，　nous　consid6rons　le　problさme　de

la　conversion　rel三9圭euse　en　examinant　celui　de　la　lib6ration　du　mai．　On

peut　imaginer　deux　voies　pour　6chapper　au　ma1．　Dans　I’u且e，　on　fait　face

au　mal　en　tant　que　tel，　on　le　dξ…truit，　on　en　ext三rpe　les　racines．　C’est

le　processus　de　la　conversion　qui　apParait　dans　la　parabole　du　‘‘retour　de

I’enfant　prod三gue”．王，’autエeロe　rompt　pas　avec　Ie　ma1，　ma圭s　se　tournant　vers　Ie

bien，　passe　au　dessus　du　mal．　Cette　fagon　d’6chapper　au　mal　fait　robje乞

de　nombreux　r6c三ts　populaires．　】しa　r6alit邑　de　i’action　transcendantale　de

Pimaginatio皿se　trouve　dans　cette　fagon　d’6chapper　en　se　concentrant　sur　le

bien　qui　d6passe王e　maL　Iぜa　foi　religieuse　se　const圭tue　dans　cette　op6ration．

　　　Le　sa－dhyasama，　un　prob1さme　de　logique　indo－tib6tain

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Par　Katsuml　Mimakl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professeur　adjoint　a　PUnivers量t6　de　Kyoto，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Facult6　des　Lettres，　Etudes　bouddhiques

　　Dans玉a　philosophie　indienne　i互yaune　longue　discussion　concerna豆t
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une　faute　de　logique　appelee　sa－dlayasama　（en　tib．：　bsgrttb　bya　da7）　mtshztnt

pa）．　Le　terme　est　employ6　et　explique　notamment　par　une　ecole　brahma－

nique，　c．一a－d．　les　NaiyAyika．　ll　est　aussi　utilis6　par　les　Bouddhistes，　entre

autres，　les　Madhyamika．　Jusqu’ici　la　question　en　cause　etait　de　savoir　si　1’on

peut　traduire　le　sdidhorasama　par　petitio　princtpii　（p6tition　de　principe）

ou　non，　et　si　｝’emploi　du　terme　par　les　Madhyamika　est　le　meme　que

celui　des　Naiyayika　ou　non．　II　y　a　deux　articles　approfondis　et　particulie－

rement　eclairants　concernant　ce　sujet，　dus　a　B．　K．　Matilal　et　a　K．　Bhatta－

charya　（J．　of　lnd．　Ph．，　Vol．　2，　1974，　pp．　211－24　et　pp．　225－30）．　Mais　il

semble　que　le　probleme　ne　soit　pas　encore　defiRitivement　r6solu．　Le　pr6sent

article　est　donc　un　essai　pour　1’elucider，　en　reexaminant　les　vieux　mat6－

riaux　jusqu’ici　connus　et　en　y　ajoutant　des　nouveaux．　ll　faut　sp6cialement

signaler　que　les　auteurs　tlb6talns　nous　sont　d’une　aide　precieuse　pour

I’interpretation　ou　pour　une　meilleure　comprehention　du　terme　en　question，

　　Voicl　aonc　le　resume　de　notre　conclusion；

　　1．　ll　ne　faut　pas　traduire　le　sa－dhyasama　des　Naiyayika　par　petitio

カブi7zCii）iz・

　　2．　ll　y　a　chez　les　Madhyamika　trois　sortes　d’emploi　concernant　ce

ter皿e：

　　10　Un　emploi　qui　leur　est　particulier　et　qui　est　completement　diff6rent

de　celui　des　Naiyayika．

　　20　Un　meme　emploi　que　ce！ui　des　Naiyayika．　Les　Yogacara　bouddhistes

utilisent　le　terme　aussi　dans　ce　sens．

　　30　Un　emploi　du　terme　au　sens　de　petitio　princiPii．

　　Ici　nous　nous　attacherons　particulierement　a　pr6senter　des　arguments

nouveaux　sur　les　deux　derniers　points．
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